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に
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さ

れ
と
い
う
。
堂
は
、
慶
長
十
六
年(

一
六
一

三)

の
慶
長
会
津
大
地
震
で
倒
壊
し
、
慶
長
十
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年(
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蒲
生
忠
郷
に
よ
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再
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さ

れ
ま
し
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。
東
口
の
三
猿
と
西
口
の
梅
に
鶯

の
彫
刻
を
見
つ
け
る
と
願
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が
叶
う
と
さ
れ

て
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ま
す
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ろ
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麦
屋
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あ
り
ま
す
。

堂内撮影禁止です。静かに参拝しま
しょう。「赤べこ」発祥の地です。観
音像は、本堂を外に出て西から裏に
回った場所にあります。

三十三番札所です。「池の蓮は」は「池
の蓮葉」が正しい。

堂ここから奥に車で10分行くと「大山
祇神社」があります。「会津ころり三
観音の一つ」


